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L　播種期

越冬前に15稟以上確保出来る生育に持って行けば．

寒凍害及不完全抽苔を防ぐことが出来，多収穫が期待出

来る・そのためには播種期を．比較的降雨に患ほれる8

月中旬から下旬．或いは7月中旬とすればよい．

2　収穫期

収穫・乾燥期は7月中下旬で．梅雨後にをるため．雨

書も少なく，品質・粒色の点に於いても北海道に優る

ものがある．

ユ　栽培密度

てん菜は可成の肥沃質士嬰に通し．8月中下旬に播

種し－　a当カ800－1，000本立てに間引いて一次

分枝を多くし．又分枝の発育を良くすることによって，

a当少25－30Egの採種が可能である．

秋田県におけるてん菜の栽培に関する研究

第4報　地域別生育相と栽培型について

太田　昭夫・鎌田金英治・山本寅男

（秋田県農試大館分場）

1　す　え　が　さ

県内の主要てん菜栽培地帯にふける生育相を究明し，

あわせてその地帯の栽培体系を確立するために試験を継

続中であるが．既に第1－第3報で報告した様に秋田県

のてん菜の生育相はその地域によれ又栽培法によ少・

それぞれ特長的を生育相を示す事が解明された．そこ

で今回はそれぞれの地帯にすでに明らかになった栽培技

術を導入した場合の地域別の生育反応を且をがらその地

帯の栽培型を決定しようとした．

2　試　験　方　法

1　試験実施場所

大館市　　　大飽分場

鹿角郡　　　十和田町一本木

北秋田都　　森吉町米畑

ま　供試圃場の条件と改良資材の施用暑

2　試験区の構成

試　 験　 区 1 0 7 －ノレ当カ】ヾP X 士 嬰 改 良 の
の施 用量 有無

a　標 準 直播
凡．タ
12

㍉ ㌢ K ■タ
9 無

b　改 良 直捧 1 2 1 2 9 有

e　改 良操 舵 移植 1 2 12 9 有

d　 改 良 少肥 移植 6 4 9 6 72 有

e　改 良 N 多移植 15 1 2 9 有

f　標 準額 肥 移植 1 2 1 2 9 無

a～e迄は三地区共通　d～fは大館のみ

場　 所　 名
p壬王

E C l

P 2 0 丘

吸収係数

有 効

P2 0 8

容 積

重

1 07LJレ当

石灰施用盈

改 良 資 材
前 作 物

熔　 燐 過　 石

大　　　　 勉 5 2 L 69 0
　 ヤ

2 4
タ

7 1
lf

8 00
l∫

1 7 0
lf

53 ナ ク　ネ
十　 和　 田 5 6 L 23 7 8 0 7 7 70 0 1 6 0 5 0 陸　　 稲
森　　　　 吉 5 0 1．8 2 6 ユ4 6 2 150 0 1 8 0 5 4 トウモロコシ

4　新　種　法

播種期：直播区は4月24日－26日．移植区は3

月27日に大館で播種育苗し、直播当日現地に運搬し

定臆した．

栽植密度：60蝕×20は　三地区共通

5　調査時期及び方法

調査は各地共直播の20．40．60案期及び収穫

期の4回とし．各器官別（葉．葉柄．茎・頼）に分け
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て．夫々生体重を調査した・その他は一般調査法によっ　ら気象的に地域を区分すると森吉は高温多臥少日照で
た．

3　験験結果と考嚢

L　各栽培地における気象条件

平均気泡について見ると今年は三地区共大差なく．十

和田が若干低目に経過している．降水量は森吉が最も多

く．ついで大館．十和田の厭である．中でも森吉は8月

に3451書の降水量があ少，各月とも多h．日照時間は

大館が多く，十和田森吉の順である．このようなことか

第1衰　　栽培地搾∴かける気象条件

てん菜の生育に不適を条件下であれ逆に十和田は好適

であった．大飴はその中間に属すると思われる．

2　地域別の生育相

地域別に生育相を此戟すると．その様相は前記気象条

件と全く同一の傾向を示し，各器官共十和田が最も勝カ．

森動く最も劣力大館はその中間である．その中で特長駅な

点として大館と森吉は地上部の最大期を頂点としてTop

が急激に減少していることである．そのことが根の肥大

に作用し．特に大館と十和田の比較では地上部最大期迄

　 項 目

旬月揮 所

平　 均　 気　 温 日　 原　 時　 間 降　　 水　　 量

大　 飽 十 和 田 森　 吉 大　 館 十 和 田 森　 吉 大　 館 十 和 田 森　 吉

5．　　 上 1 0 7 1 8 5 1 8 4 8 8 3 8 5 4 8 1 9 1 5 1 1 1 8

中 1 5 7 1 5 6 1 5 3 7 6 6 7已8 6 9 9 5 8 4 4 5 5

下 1 6 0 1 6 5 16 1 7 a l 7 8 6 7 8 4 1 1 6 9 2 1 4 6

平　　 均 1 4 2 1 4 3 1 4 0 2 3 8 0 2 3 1 8 2 2 2 2 1 8 9 1 4 7 2 1 9

6．　　　 上 1 5 0 1 4 5 1 4 9 8 8 4 8 6 8 8 2 0 1 6 1 3 2 0

中 1 9 1 1 9 3 1 8 4 6 4 6 7 8 7 5 8 9 1 9 1 3 2 0

下 1 9 7 1 9 7 1 9 9 3 2 2 3 4 3 3 1 0 1 0 8 7 6 7 9

平　 均

7． 上

1 7 9 1 7 8 1 7 8 1 8 5 2 1 9 1 8 1 7 1 9 1 4 3 1 0 2 1 1 9

2 8 6 2 8 8 2 8 2 6 5 9 6 3 0 6 1 9 2 9 1 9 3 3

中 2 8 5 2 8 5 2 8 2 4 4 9 4 4 2 4 3 5 7 8 4 6 6 6

下 2 5 1 2 5 1 2 5 3 9 8 6 8 8 6 9 1．0 7 0 7 3 5 3

平　　 均 2 2 1 2 2 2 2 2 0 2 0 1 4 1 9 5 8 1 9 6 4 1 7 7 1 3 8 1 5 2

8．　　 上 2 5 1 2 4 7 2 4 9 1 1 1 2 1 0 7 2 1 0 2 2 0 0 1

中 2ま9 2 3 5 2 3 6 6 9 7 6 8 8 6 6 1 1 4 6 1 2 8 2 0 0

下 2 2 2 2 1 6 2 1 9 6 9 7 6 a 3 6 a 2 1 0 5 5 0 1 4 4

平　　 均 2 3 7 2 ユ3 2 3，4 2 5 8 6 2 3 1 3 2 3 1 5 2 5 1 2 1 8 3 4 5

乳　　　 上 2 8 1 1 9 5 2 8 0 8 8 1 8 1 1 7 4 4 3 3 2 5 3 8

中 1 6 2 l a 6 1 6 5 6 5 1 6 2 5 6 4 2 5 3 5 2 8 3

下 1 5 3 1 4 5 1 5 3 5 6 5 5 8 9 5 8 5 6 1 5 1 5 5

平　　 均 1 7 3 16 5 1 7号
2 0 1 7 2 0 2 5 1 9 7 1 1 4 7 1 2 8 1 7 6

1 0．　　 上 1 2 4 1 1 9 1 2 7 6 3 2 6 5 4 6 1 3 3 1 2 9 4 2

中 1 2 0 1 2 2 1 2 0 5 8 7 5 8 8 5 4 5 9 1 5 9 6 3

下 1 1 3 1 1 2 1 1 4 5 8 3 4 4 9 5 1 2 3 3 3 3 2 7

平　　 均 1 1 9 1 1 7 1 2 0 1 7 8 2 1 6 1 1 1 6 7 0 1 5 5 1 2 1 1 3 2

の根の重さは大差をいが，以後急激にその蓋が大きくな

ってくる．

つぎに栽培法別に見ると一般に地上部は改良直播区が

標準直棒に勝少．改良移植は改良直務に勝った．又施肥

量別に見るとN少がもっとも少なく，N多が多く他はそ

の中間である．根重の増加についてみると．移植は地上

部最大期はで多いが．次第に改直に追いつかれる程とを

少．標直拓が劣った．又移植内においてもN少が初期欣

よく．無改良区がもっとも劣る結果を示しているが．後

半の生育は逆にN多．改標．町少の順となった．同様

のことが十和田・森吉においても認められた■．

地域別生育相を此戟する手段として葉の積算生体重

と根の肥大程度をみると，第1図のようであわ．この

図から大館はExp・し　としとの差が非常に大きく，十

和随はこ¢・差が非常に少なく．むしろブラスに現われ

て来る．このことは大館では葉面横の維持が不連続で

あるの陀対し，十和田では連続的である碁を示してか

わ．その結果として根の肥大が大館と十和田に大きを
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差をもたらした一要因になっている
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積　男　気　法．－

葬1囲　　てん菜の生育相．特に同化器官（薫）と貯蔵器官（横）との関係

4　J lO

生亀イ着雪
叶　■●－I

第2回　相対生長性から見たた域別．栽培法別生育相

また．相対生長性よカ地域性．栽培法について見る

と地域としては十和田が大館に勝れ栽培法別では改

良直播が最も良く，標準直播，改良移植の腰になる・

（ここで森吉が極端に異っているかは生育途中よ桐巴

倍管理に適切を欠いた為である）

a　収　　量

このようを生育相を示した協合の収量について検討

した結果は第3図の通りである．すなわち大館では標

準直椿に比べて改良直播が約10努・移植で13～26

節の増収を示した．筒に移植区においてN多肥の効果が

大きかった．十和庄川こお目ハては－1投に改良技術の効果は

少なく．改良直格で88多．改良移植で6第の垢収効果

であったにすぎない．

森吉においてはここは一般に収量が低かったが．改良

面体で23第，改良移植で74扉の増収効果があった・
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以上の様に県内3ケ　t

所において気象条件，

士凛条件をそれぞれ

異にする地域にあけ■

るてん菜の生育相を　3

新しい栽培技術の中

で検討したれ　大鹿

と森吉においては．

何れの栽培技術でも

増収の方向に大きく

進んでいるが．十和

田においては非常にⅠ

少なh．最も改良効

果の大きhのは森吉

＞大館＞十和田の頂

になっている．此の

ととは十和田は土壌

条件，気象条件とも

托厨も良好な地帯で

あわ生産量も例年4

十和田

・・・・了
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第

～5tの多収地帯である．

3図 各地域における収量

此の様な地帯においては改良技術も余少大きく期待さ

れなレ＝ものと考えらr・る・特に土壌改良の効果ができ

ないのは土壌中における有効態燐酸が8ヤ以上含んで

いるので・此の面では可成少肥沃化の進んでhる場所

と考えられる・又この地帯では餅種法の中で施肥よが

次第に増加の傾向にあわ・農家の慣行（N16【∫）の

場合の収量についてみると標準の72，日に止まってい

る・これは・この地帯でもNの多用は葉嘱を誘発し．

又地上部の過繁茂が根の肥大を抑制してhる証明とを

少得ると思われる・従って地帯別の耕標法を設定する

場合にはその地帯の気象条件．土凛条件を充分考慮し

て決定する必要があれ一般把低収地帯では．此のよ

うを改良技術で増収の可能性が非常に高hが．高収地

帯の改良技術は別の面から，例えば加の合理的利用方払

同化器官の維持等の方向へ．さらに初期生育の促進化

の方向へと進めるべきではをいかと考えられる．

て　ん　菜　収　穫　機　に　関　す　る　試験

津軽　承捷・戸次　英二・佐藤　勲

（青森県農試古間木支場）

1　ま　え　が　さ

てん菜栽培にお心て収陸作業は多くの労力を雲する

作業で，人力．畜力等によると全体の約30界にも及

び．この省力化は急務である．ここにクツピンク専門

のビートクツパーと．総合収穫機の一つであるビート

ハーベスターを供試して．その利用性について検討し

た．

2　試　験　方　法

1　供試機

（1）諸　元

A　ビートクツパー（佐々木式）

全　長‥・……106d■

全　膚……・り1065（旛

全　壬………　230■タ

駆動輪径……・347e■

フィラーホイール径……●　320d■

フィラーホイール幅……．1象le■

クツピンクナイフ恒……．3858■

B　ビートハーベスター（ピコン）

全　長…・＝‥　3908■

全　高・……・356m

全　席……‥　310e■

轍間距離……164蝕


